








































































  49年　第2 次百貨店法廃止，大規模小売店舗法施行//
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昭和56年12 月28日　自民党衆参両議員170 名による「中小小売店を守 る 議
員連盟」総会






















































































































































効果一 売上 高( 大)　　
企業ア 利潤( 大){
犠牲一 経費( 小)J
     ＼,　　　　　　　　　　　　　　　　
支出最小化 の原則－( 安)
消費者一 幸 福度( 大
才犠牲( 小)
于
購買無 宜化 の原則－( 便)
効果( 大) 于品 質最良化 の原則‾(良)
購買娯楽化 の原則－( 楽)
図表1　消費者購買行動極大化4 原則　
又，スーパーは生活用品の総 合店である。 ワンストップ・ショ ッピ ン グ
（one-stop-shopping）が一つの武器となる。　しかし， この種の商品の購買 行


















件費の節約，キャッシュ・アソド・キアリー（cash &  carry）,品揃えのしぼ
り込みによる商品回転率の向上， 大量仕入によるバイインダ 。パワご （buy-









































































































の再開発による， ダウンタウン型， 又は， アーバン型の 「マルチ・ユーズ

















図表2 －（l ） 経営者の 意識1）






目 よ　　い 普　 通 悪　 い
売場面 積に対し て　　　　　　　　 （2. 72） 19％ QQ  ％ 43％
顧 客へのサ ービス　　　　　　　　 （3. 42）
顧 客の固定化　　　　　　　　　　 （3. 76）
従業 員 の休暇に対して　　　　　　 （3. 32）
店 の品 揃え　　　　　　　　　　　 （2.93 ）
売 り上げ　　　　　　　　　　　　　 （3. 26）
経営 術報 の入手　　　　　　　　　 （2.94 ）
店 の将来性　　　　　　　　　　　　 （2. 99）
商店会 の団 体活動へ の関心　　　　 （2. 98）




























注1　 評定値5,    4は「よい」3 は「普通」,    2,    1は「悪い」に分類して百分率で示す。
注2　 （　）内 の数字は平均得点。　　　　　　　　　　　　
図表2 －（2 ） 経 営 者 の 態 度D
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項 目 積 極的 中立的 消極的
商店街 構成 に対 して　
自分を 犠 牲にし ても　　　　　　 （3.03 ）
他を 犠牲にし ても　　　　　　　 （3. 42）
核 店舗誘致 に対し て　　　　　　 （3. 02）
















商店 会活 動に対し て　
会費 の値上げ　　　　　　　　　 （3. 27）
リーダーシ ップ の強化　　　　　　 （3. 22）
顧客へ の娯楽提供　　　　　　　 （3.66 ）














合理 化 のた め の合併　　　　　　 （2. 56）







注1　 評定値5,    4は「積極的」,   3は「中立的」，2,    1は「消極的」に分類して百分率で示
す。　
注2　 （　）内の数字は平均値。　
「時 代 の 大 き な 変 化 の 中 で 大 型 店， 中 小 商 店 と も新 し い 時 代 変 革 の ス タ ー





































































て ， 中 小 小 売 商 は ， そ の 争 い の 余 波 に よ っ て 浮 沈 の 場 に さ ら さ れ て い る 。 大
型 店 の 既 存 店 に お け る 売 上 不 振 店 の 比 率 は 多 い と こ ろ で は50 ％ に 及 ば ん と し
て い る し ， 労 働 分 配 率 の 増 大 な ど ， 今 や 大 型 店 自身 内 部 充 実 を 急 が ね ば な ら
な い 時 に き て い る 。　
こ の よ う な 事 態 に 到 っ尭 の 乱 ス ー パ ー の 量 的 限 界 の 必 然 性 へ の 対 応 不 足
と い う べ き で あ ろ う 。　
ス ー パ ー は 生 活 用 品 を 低 価 格 で 供 給 す る 社 会 的 使 命 を 果 た し つ つ 成 長 し て
き た 。 時 あ た か も に 日 本 経 済 の 成 長 期 で も あ り， 大 き な 混 乱 も な くレ 中 小 小
売 店 と 共 存 し つ つ 増 大 し ， そ の 社 会 性 を 全 う し で き た と も い え る 。　
前 述 の 如 く ， 一 定 水 準 以 上 の 成 長 は 地 域 的 な 過 密 状 態 を 生 み ， そ の 社 会 的
使 命 よ り ， 営 利 性 が 優 先 す る 段 階 に 到 っ た 結 果 が 今 回 の 措 置 と な っ た と い え
る 。 本 来 な ら 大 型 店 同 士 で さ え ， 競 争 と 淘 汰 と い う 形 で 社 会 的 混 乱 を 起 こ す
べ き 分 岐 点 へ 差 し か か っ て い た わ け で ， 不 況 カ ル テ ル と し て 受 止 め よ う と す
る む き も 首 肯 で き る 。　
大 型 店 と し て の ス ー パ ー は ， 今 や ， 一 つ の 社 会 的 使 命 を 果 し 終 え た 段 階 で
あ り， 内 部 充 実 ， 業 態 転 換 等 に よ る 前 進 へ の 前 夜 を 迎 え た と も い え る し ， モ
の バ イ タ リ テ ィ は 必 ず ， 次 の 転 回 を も た ら し ， 再 び ， 中 小 小 売 商 と の 対 立 を
迎 え る か も し れ な い 。　
■　　　　　㎜ 　　　　　　　　　　　　　　■ 　　　　　　　　　■
大 型 店 は そ の バ イ タ リ テ ィ を 単 に 今 ま で の よ う に 技 術 の 導 入 に の み む け る
べ き で は な い 。 消 費 者 欲 求 の 多 様 化 は ， 日 本 独 自 の 経 営 技 術 を 必 要 と す る こ
と に な ろ う。 日 本 的 経 営 が 脚 光 を 浴 び て い る 時 で あ る が ， 欧 米 と 生 活 様 式 を
異 に す る わ が 国 の 消 費 者 の ニ ー ズ に 適 応 す る た め の ， 日 本 的 小 売 経 営 技 術 の
開 発 に と り 組 む こ と が ， 来 る べ き 流 通 秩 序 の 構 築 に 寄 与 す る 社 会 的 使 命 で あ
178　　　　　▽
































も 根 本 的 か つ 有 効 な 近 代 化 へ の 道 で あ る 。　　　　　　　 し　
又 ， 零 細 小 売 業 存 立 条 件 七 大 型 店 の 出 店 と は 必 ず し も ト ラブ ル 的 関 係 に な
4）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ
い こ と も 分 析 さ れ て い る 。　
今 回0 行 政 指 導 に よ り大 型 店 出 店 ス ピ ー ド は 急 速 に 弱 ま る 。 そ の 間 の 僅 か
な 時 間 を ， 次 の 新 し い 競 争 段 階 に 向 か っ て 備 え を 立 て 直 す 努 力 を 急 が ね ば な
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